
解説

　国民や他の医療機関の医療従事者に最新の医療知識を還元し，啓蒙に努め，積極的・主体的
に社会に貢献している点を評価します。病院が自ら企画している点を評価するために， 他の主体
による開催に講師・演者として参加するものは含めません。

実績

自己点検評価

新型コロナウイルスの感染拡大により令和2年度は大幅に減少したが、オンライン会議システムを
用いた事業やオンデマンド配信等により、令和3年度は前年度より主催数が増加しました。

　

定義

対象年度１年間に自院が主催した市民向けおよび医療従事者向けの講演会，セミナー等の開催
数。
学習目的及び啓発目的に限り，七夕の夕べ，写真展等の交流目的のものは含みません。また，
主として院内の医療従事者向け，入院患者向けのものも含みません。他の主催者によるセミナー
等への講師参加は含みません。医療従事者向けのブラッシュアップ講座等病院主催として，病院
で把握できるものは含みます。複数日に渡るものも１件とします。対面以外の方法で開催したもの
で，以下の（１）～（３）に該当する開催方法のものは含みます。
（１）オンライン（WEB）方式，（２）e-ラーニング方式，（３）資料配付のみ
病院主催の定義は，病院側が把握しており，関係者に病院長名，診療科・部長名などが記載され
※該当する：附属病院（各診療科及び各部門等）主催
※該当しない：学会主催の講演会等

算式

実数

60　公開講座等（セミナー）の主催数
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